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収集運搬体制の再構築について（中間答申） 

 

 令和３年７月２７日付けで諮問のあった収集運搬体制の再構築につ

いて、次のとおり答申いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中間答申書  

 

 クリーン北広島推進審議会では、令和６年度から開始される予定の

道央廃棄物処理組合による広域でのごみ焼却処理における体制整備な

どの方向性を検討するため、本年７月２７日に市長から諮問を受け、

現在審議を行っています。  

 北広島市で最終処分場に埋め立てられているごみのうち可燃ごみに

ついては、焼却処理の開始に伴い、千歳市に現在建設中の焼却施設に

運搬、処理される予定であり、収集運搬体制の再構築については喫緊

の課題となっているところです。  

 また、以前から問題点として挙げられている、１つのごみボックス

に多品目のごみが排出されていることによる収集効率低下など、広域

による焼却処理の開始に向け、様々な点で見直しが必要な状況となっ

ています。  

 更に、市民のごみの排出の仕方が大きく変化することから、市民生

活にも大きな影響が出ることが懸念されます。  

 以上を踏まえまして、今審議会では、諮問を受けた２点のうち、「収

集運搬体制の再構築について」審議を行った結果、以下のとおり答申

します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 新たな収集運搬体制について  

（１）収集日・収集地区の見直しについて  

 現在、市では市内を３地区に分類し、それぞれの地区で月曜日から

土曜日のうちの週２回ごみステーションでの収集を行っているが、昨

今、土曜日収集を行っている自治体は少なくなってきており、土曜日

収集地区の住民からは、多くの方々にとって休みの日である土曜日の

収集はやめて、平日収集にして欲しいとの意見もある。収集員の働き

方改革の観点からも土曜日収集について、廃止する方向で検討が必要

である。  

 また、土曜日収集の廃止による月曜日から金曜日までの週５日収集

において、効率的で安定した収集運搬を行うため、現在の市内を３地

区に分類する収集地区割りについても見直しを検討する必要がある。  

 

（２）収集品目の見直しについて  

 １日に多数の品目を収集する現在の収集方式では、ごみステーショ

ンで収集員がごみの選り分けに多くの時間と労力を割くことになる。

令和６年度からは、広域による焼却処理の開始により千歳市の焼却施

設まで可燃ごみを運搬する必要があることから、より効率的な収集が

求められるため、１日に収集する品目数を減らし、収集員の選り分け

作業の効率を上げるなどの対策が必要である。  

 また、１日に収集する品目数を減らし、収集作業の効率を上げるた

めには、現行の週２回の収集体制を見直し、収集頻度を増やすことが

必要である。  

 

 

２ まとめ  

 今回の中間答申の内容である「収集運搬体制の再構築」については、

市民にとって身近なごみの排出方法が大きく変化する事案であるが、  

新たな収集運搬体制は、１日に収集するごみの品目数を減らすことに

より収集日数は増加するものの、ごみ排出量が少ない世帯はごみが一

定量になるまで保管することにより、排出日数を減らす選択もできる

こと、また、排出日に複数の品目のごみを一度にごみステーションに

運ぶ必要がなくなることなど、市民にとってのメリットも大きいと考

える。市は、市民説明会を主とした市民周知に十分な期間をとり、丁

寧な説明を行うことが必要である。  

以 上  


